
「公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名： (2) 計画・設計から管理までの各段階における最適化 【２】新技術の活用 】

公共工事等における技術活用システム公共工事等における技術活用システム

概 要：民間で開発された優れた技術の公共工事への活用を促進するため、技術の適切な
評価、技術情報の一般への提供等、技術活用に関する取り組みを総合的に行う。

① 公共工事の品質の確保とコストの低減

② 技術力に優れた企業が伸びる環境づくり

③ 民間分野の新技術開発の取り組みの促進

効 果：

●平成17年7月現在でNETIS（新技術
情報提供システム）から検索できる
新技術は約4,000技術

●平成16年度は直轄工事において、約
2,１00件の工事で新技術を活用

●平成16年度は、公共事業の画期的な
コスト縮減につながる新しい計画、
設計から材料、施工法に至る各分野
の技術等のテーマについて新技術の
募集を行った（8技術を選定）

●平成17年度から技術活用システムを
「評価試行方式」と「テーマ設定技
術募集方式」の２方式に再編・強化

開 発 者開 発 者

技術名称：Ａ工法

技術の説明

技術概要、施工方法、施工
条件、施工単価、適用条件、
施工上・使用上の留意点、
活用効果等

発 注 者発 注 者

推奨技術を選定する制度

技術開発者を支援する制度

・ものづくり日本大賞
・国土技術開発賞 など

・建設技術審査証明

①評価試行方式

・直轄の工事等において

活用が見込まれる新技術

が対象。（ただし、瑕疵

発生時の修復、代替が

困難なものは除く）

②テーマ設定技術募集方式
（フィールド提供）

・高度な新技術で瑕疵発生

時の修復・代替が困難な

もの

・行政・施策ニーズ等から、

早急に試行する必要の

ある新技術等が対象

＜申請内容＞

N E T I SN E T I S

技術開発相談窓口

書類審査

（技術事務所等）

・新技術概要説明資料

・ヒアリング結果等

新技術活用評価委員会
（地方整備局等に設置 産学官で構成）

（独）土木研究所等
関係研究機関

技術の事後評価
・技術内容、経済性 など

報 告

技術の確認 技術の事前評価
・技術内容、経済性

など

現場での試行計画
試行の規模・方法

について決定

新技術活用評価委員会
（国土交通本省に設置 産学官で構成）（独）土木研究所等

技術の事前評価

技術の確認

・経済性、安全性、

耐久性に関する確認

・募集条件の設定

・応募技術の評価・選定
書類審査

事務局

技術情報の登録

申請

要改善点等を通知

技術の公募

技術の応募

評価結果を通知

技術情報・事前／事後評価結果
をNETISへ登録

事前／事後評価結果を登録

表彰
審査
証明等

（新技術情報提供システム）

旧 N E T I Sでも掲載されていた情報

新たに掲載される情報

技術名称：Ａ工法

技術の説明、活用事業区分 など

表彰、審査証明等の情報

事前評価の結果

・安全性・耐久性等に関する事項

事後評価の結果

・技術の効果 など

技術情報の検索
（現場ニーズ、現場条件等）

事務所等

活用する新技術の
比較・検討

活用する新技術の
決定

発 注

新技術の試行・調査

発 注

新技術の試行・調査

技術改善のスパイラルを期待技術改善のスパイラルを期待

競争的資金等による成果
の実証
・競争的研究資金 など

・経済性、安全性、

耐久性に関する

確認

・大学等による技術審査
など

・経済性に関する事項

・技術内容、経済性 など

・評価の対象範囲を明示

国土交通省 大臣官房技術調査課
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